
舞鶴工業高等専門学校 

 

〈教育理念〉 

 広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域   ・  社会

の発展に寄与できる国際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

 

〈目的〉 

（舞鶴工業高等専門学校の目的） 

 舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法（平成１８年法律第１２０号）及び学校教育法 

（昭和２２年法律第２６号）に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を

育成することを目的とし，その目的を実現するための教育を行いその成果を広く社会に

提供することにより，社会の発展に寄与するものとする。 

 

（準学士課程の目的） 

準学士課程は，専門分野の基礎知識を修得し，社会の変化やニーズに対応した製品やシ

ステムをつくり出す能力と，豊かな人間性・国際性を兼ね備えた実践的・創造的技術者を

育成することを目的とする。 

 

（各学科の人材養成の目的） 

（1）機械工学科 

あらゆるものづくりの基礎となる，機械工学の基礎知識と技術を修得し，環境とエ

ネルギーに配慮できる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 （2）電気情報工学科 

電気・電子工学及び情報・通信工学の分野の基礎知識と技術を修得し，環境とエネ

ルギーに配慮できる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 （3）電子制御工学科 

電子・機械システム及び制御・情報技術を幅広く修得し，それらを融合したメカト

ロニクス技術分野において，環境とエネルギーに配慮した設計・開発・管理運営がで

きる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 （4）建設システム工学科 

安全で快適な社会の創造とそのための基盤を，計画・建設・維持する基礎知識と技術を修

得し，環境とエネルギーに配慮できる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 

 

  



〈専攻科課程の目的〉  

（専攻科課程の目的） 

専攻科課程は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度

な専門知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

（専攻科教育の目的） 

本校専攻科は，高等専門学校準学士課程における５年間にわたる一貫した実践教育の 

特徴を生かしながら，更に２年間の課程において，高度の学問と技術を追求し，創造性・

人間性豊かで，より独創的技術開発能力を兼ね備えた中核的技術者の育成を目的とする。    

各コースの教育目的は次のとおりとする。 

(1) 電気電子システム工学コース    

高等専門学校準学士課程等で修得した基礎学力と専門知識に基づき，電気電子工

学およびその周辺分野に関わる，より高度で実践的な最新の技術教育を行い，地域

社会に貢献できる独創性豊かな研究開発型の技術者を育成することを目的とする。    

(2) 機械制御システム工学コース    

高等専門学校準学士課程等で修得した基礎学力と専門知識に基づき，機械工学お

よびその周辺分野に関わる，より高度で実践的な最新の技術教育を行い，域社会に

貢献できる独創性豊かな研究開発型の技術者を育成することを目的とする。    

(3) 建設工学コース    

高等専門学校準学士課程等で修得した基礎学力と専門知識に基づき，土木工学，建

築学およびその周辺分野に関わる，より高度で実践的な最新の技術教育を行い，地

域社会に貢献で きる独創性豊かな研究開発型の技術者を育成することを目的と

する。  

 

〈育成する人材像〉  

（準学士課程）  

1. 専門分野の知識を修得し実践力を備えた技術者  

2. 社会の変化やニーズに対応した製品やシステムを創造できる技術者  

3. 豊かな人間性と国際性を備えた技術者  

 

（専攻科修了者像）  

1. 実践的な技術者として、幅広い工学の基礎と深い専門領域の学識を修得し、これら

をエンジニアリングの実務と技術革新に活用できる。    

2. 多面的な思考力を有する技術者として、異分野の専門知識を融合し、複合的な技術

問題に取り組むことのできる基礎能力を身につける。    

3. 技術開発力のある技術者として、課題の発見とその解決に取り組む探究能力、粘り

強いチャレンジ精神と独創力を身につける。    



4. 21世紀の地球人として、多面的な視点から社会の様々な問題に関心をもち、そのあ

り方を問うことのできる素養と国際感覚を身につける。    

5. 職業人として、人間性豊かな調和のとれた思考力と、それに基づく実行力を備え、

自ら考え行動できる。  

 

〈教育方針〉  

Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくりを重視する    

Ⅱ 基礎に立ち返って考えさせる 

Ⅲ  自ら学ぼうとする意欲を育てる 

Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む  

 


